
3-4-① 水不足とならないよう関係機関と協調
・少雨や無降雨が続くと、ダムからの補給が増大しますが、ダムに貯めた水
にも限りがあるため、取水量を減じる(取水制限)ことで、ダムの貯留水を
温存します。（渇水調整）

・利根川では、昭和４９年から各都県と関係機関､河川管理者とで「利根川
水系渇水対策連絡協議会」を組織し、深刻な事態となる前に、河川の各種
情報に基づき今後の水利使用をいかにすべきかを調整しています。

利根川上流８ダム貯水容量図
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計画容量

常時満水容量 46,163万m
3

夏期制限容量 34,349万m
3

1/12　10％制限

3/17　一時緩和

3/27　全面解除

8/16　10%取水制限

8/20　20%取水制限

8/23　30%取水制限

8/28　一時緩和

8/31　20%取水制限再開
9/7　最低貯水量7,807万m3

　　　 貯水率23%

9/9　一時緩和

9/11　20%取水制限再開

9/14　一時緩和

9/25　前面解除


